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1． 問題と目的 

 SNS の普及により、社会全体に影響を及ぼす中で

Instagram は大学生を含む若者の間で人気のサービスで

ある。この情報インフラとして重要な役目を持つ SNS

を原因に、精神的な健康状態および幸福度に対してネ

ガティブな影響を及ぼす可能性がある。他社と比較し

て自分自身を評価する社会的比較思考性や、自分の生

活や経験をより良く見せたいと思う承認欲求の関係性

を調査した。現在の大学生は人間関係にも影響してい

ると考えるため、この度合いが大きく心理的・行動的に

影響している結果だと考える。 

2．方法 

 大学生（18～24 歳）を対象に 70 名（男性：33 名、女

性：37 名）。アンケートは Google フォームを活用し、

リンクを LINE・Instagram のストーリーにて添付し回答

を依頼した。内容は Instagram の使用に関する質問７項

目、心理的影響に関する質問 24 項目、Instagram の使用

に関する質問②の 10 項目から構成される。 

心理的影響に関する質問は、他者と比較して自分自

身を評価する「社会的比較志向性（新井,2022）」と、自

分という存在を認められたい「賞賛獲得欲求(小島・太

田・菅原（2003）より一部抜粋)」の 2 つの尺度を使用

した。 

3．結果 

 Instagram の使用に関する項目から、利用目的の第 1

位は情報収集であり、2 番目は友達付き合いのために利

用することが示された。また情報発信や会話を目的と

して利用する人も占め 3 割を占めることがわかった。 

賞賛獲得欲求と社会的比較に関する項目と SNS の使用

に関する項目間とで相関分析を実施した（表 1）。その

結果、賛獲得欲求と社会的比較は非常に強く関連して

おり、自己の肯定的側面を他者に認めて貰うために他

者と比較しながら行動をすることがわかる。人から自

分がどのように見られているかを意識し、自分と他人

を比較することで気持ちが左右されていることが分か

った。 

4．考察 

 なぜ大学生が Instagram を利用し、どのような目的を

持っているかを検証したが、自らの行動を見せること

や、他人と比較しアピールしたい利用目的を持つ目的

が多い結果となった。利用目的の結果からしても、今の

世の中の情報収集や友人関係を保つことが第 1 目的と

読み取れる。 

また、もしも承認欲求を求め行動している人が多く

存在するのならば、世の中の争いが絶えることはない

だろう。他人は他人であり、自分は自分と思わなければ

ＳＮＳを見ることで不快に感じ、他人の投稿など見る

ことはできない。あくまで自分の参考にしたい情報を

集めるために利用するからこそ、多くの SNS を使い分

けうまく使いこなしていることが分かった。 

これからますます SNS が発展する中で、便利な時代

になることに間違いない。ならば、自分の情報を発信す

ることで、他者の心理的影響をもたらす原因にもなる

ことを理解することが重要ではないか。誹謗中傷など

人間の心理にも影響が及び、友人関係に亀裂が入って

しまう原因になってしまうことを忘れてはならない。 

 これからの SNS の利用の際には、自分の意見を押し

付けるのではなく、相手への立場や気持ちを理解する

ことが大切ではないかと考える。各 SNS の利用目的を

はっきりと持つことにより、「いいね」やコメントに一

喜一憂せずに楽しむことができるのではないか。 
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表１. 賞賛獲得欲求と社会的比較に関する質問の相関

分析結果 


